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研修テーマ「一人一人に生きる力を育む生徒指導」 
～児童・生徒理解を生かした生徒指導体制の推進～ 

 

いじめ問題への取組、不登校児童生徒の増加、SNS のトラブル、ヤングケア

ラーの増加等、生徒指導をめぐる状況は近年大きく変化しています。 

それらを受け、令和 4 年 12 月に生徒指導提要が改訂されました。その中で、

生徒指導とは、「児童生徒が、社会の中で自分らしく生きることができる存在へ

と、自発的・主体的に成長や発達する過程を支える教育活動」であり、「児童生

徒一人一人の個性の発見とよさや可能性の伸長と社会的資質・能力の発達を支

えると同時に、自己の幸福追求と社会に受け入れられる自己実現を支えること」

である生徒指導の目的を達成するために、児童生徒一人一人が「自己指導能力※」

を身に付けることが重要であると示されています。 

生徒指導を通して、児童生徒が自己指導能力、つまり「生きる力」を身に付け

ていけるように、我々教員が効果的な指導・支援をしていかなければなりません。

そのためには、児童・生徒理解が欠かせません。子どもの心身両面に関わる理解、

学校・家庭・保護者の様子からの理解、専門諸機関からの助言などを含め、チー

ムとしてあらゆる面から児童・生徒理解をした上で、指導・支援を繰り返してい

くことが、児童・生徒に自己判断力と自己決定力を育てることへとつながってい

きます。 

多様な背景を持つ児童生徒が多くいます。一人一人の子どもたちへの、より深

い児童・生徒理解が大変重要になっています。各学校でこのことが十分に理解さ

れ、生徒指導が機能していくことで、一人一人が生き生きと学校生活を送るなか

で「生きる力」が育つと考え、この研修テーマを提案します。 

 

※ 児童生徒が、深い自己理解に基づき、「何をしたいのか」、「何をするべきか」、主体的に

問題や課題を発見し、自己の目標を生徒指導の実践上の視点選択・設定して、この目標の

達成のため、自発的、自律的、かつ、他者の主体性を尊重しながら、自らの行動を決断し、

実行する力 


